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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

東
海
道

第
57
回

は
じ
め
に

　

藤
枝
市
は
、
東
京
と
名
古
屋
の
中

間
、
そ
し
て
静
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
東
名
高
速
道
路
や
新
東
名
高
速

道
路
、
国
道
１
号
藤
枝
バ
イ
パ
ス
な
ど

が
市
内
を
東
西
に
貫
く
と
と
も
に
、
富

士
山
静
岡
空
港
に
も
近
接
し
、
陸
と
空

に
開
け
た
広
域
交
通
ア
ク
セ
ス
が
整

う
、
古
来
の
交
通

の
要
衝
で
あ
る
。

　

南
北
に
長
い
地

形
を
持
ち
、
北
部

エ
リ
ア
の
中
山
間

地
域
で
は
、
全
国

的
に
も
有
名
な
朝

比
奈
玉
露
を
は
じ

め
と
し
た
お
茶
や

ミ
カ
ン
、
シ
イ
タ

ケ
な
ど
が
盛
ん
に

生
産
さ
れ
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

美
し
い
景
観
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま

た
、
南
部
エ
リ
ア
は
、
Ｊ
Ｒ
藤
枝
駅
を

中
心
に
都
市
機
能
を
集
約
し
た
「
ス

マ
ー
ト
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
形

成
に
向
け
、
民
間
活
力
を
導
入
し
た
再

開
発
が
進
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
中
心
市
街
地
を
核
と

し
て
、
各
地
域
の
個
性
や
特
性
を
生
か

し
た
多
極
型
の
拠
点
形
成
と
拠
点
相
互

を
、
公
共
交
通
や
人
の
交
流
で
有
機
的

に
つ
な
ぐ
、
独
自
の
都
市
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
ふ
じ
え
だ
型
コ
ン
パ
ク
ト

＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
都
会
の
便
利
さ
を
感
じ
な
が

ら
、
豊
か
な
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
多
彩

な
魅
力
を
放
つ
、
付
加
価
値
の
高
い

「
ほ
ど
よ
く
都
会
、
ほ
ど
よ
く
田
舎
。」

の
都
市
と
し
て
“
選
ば
れ
る
ま
ち
”
を

実
現
し
て
い
る
。

中
世
か
ら
受
け
継
が
れ
た 

街
道
の
歴
史

　

大
宝
元（
７
０
１
）年
に
大
宝
律り

つ
り
ょ
う令

が
制
定
さ
れ
る
と
、
本
市
内
に
は
国
の

下
の
各
郡
の
行
政
を
担
う
役
所
と
し
て

「
志し
だ
ぐ
ん
が

太
郡
衙（
国
指
定
史
跡
）」と「
益ま

し
ず頭

郡
衙
」
が
置
か
れ
た
。
都
と
諸
国
を
最

短
距
離
で
結
ぶ
駅
路（
古
代
東
海
道
）と

は
別
に
、
郡
衙
や
国
衙
を
結
ぶ
郡
衙
経

路
と
も
呼
ぶ
べ
き
道
が
存
在
し
、
藤
枝

に
も
多
く
の
役
人
や
貴
族
な
ど
が
往
来

し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
郡
衙

経
路
の
一
部
は
、
中
世
の
東
海
道
へ
と

踏
襲
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
す
で
に

市
内
に
は
交
通
集
落
の
宿
が
形
成
さ
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
前
史
は
、
江
戸
時
代
の
宿

場
町
の
成
立
と
に
ぎ
わ
い
に
も
つ
な

が
っ
て
お
り
、
徳
川
家
康
に
よ
り
宿
駅

伝
馬
制
が
制
定
さ
れ
る
と
、
慶
長
６

（
１
６
０
１
）年
に「
藤
枝
宿
」、
翌
年
に

は
「
岡
部
宿
」
の
二
つ
の
宿
場
が
成
立

し
た
。

現
代
に
受
け
継
が
れ
る 

宿
場
の
魅
力

　

東
海
道
22
番
目
の
宿
場
町
と
な
る

「
藤
枝
宿
」
は
、
江
戸
か
ら
四
十
九
里

（
約
２
０
０
㎞
）の
場
所
に
位
置
し
、
海

浜
部
に
通
じ
る
田
沼
街
道
や
、
山
間
部

に
あ
る
高
根
白
山
神
社
に
通
じ
る
高
根

街
道
な
ど
、
東
海
道
と
海
の
道
・
山
の

道
が
交
わ
る
交
通
の
結
節
点
と
も
な
っ

て
い
た
。
宿
場
に
は
、
旅
人
だ
け
で
な

く
、
魚
や
塩
な
ど
の
海
産
物
や
、
お
茶

や
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
農
産
物
な
ど
、
多

く
の
物
資
が
集
ま
る
物
流
の
拠
点
と
し

て
も
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
歌
川
広
重
の

浮
世
絵「
東
海
道
五
十
三
次
」に
は
、
大

〝
藤
枝
の
宝
〟東
海
道
の
歴
史
と
文
化
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

藤ふ
じ
え
だ枝

市
長（
静
岡
県
）　
北き

た
む
ら村
正し

ょ
う
へ
い平

江戸時代の旅の様子を現代に伝える歴史資料館「岡部宿大
旅籠柏屋」
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き
な
荷
物
の
取
り

継
ぎ
を
す
る
問
屋

場
の
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
。
ま
た
、

宿
場
の
東
に
は
徳

川
家
康
が
鷹
狩
り

を
楽
し
む
た
め
に

度
々
訪
れ
て
い
た

こ
と
で
も
知
ら
れ

る「
田
中
城
」が
あ

り
、
藤
枝
宿
は
城

下
町
と
し
て
の
機
能
も
併
せ
持
つ
宿
場

町
で
も
あ
っ
た
。

　

東
海
道
21
番
目
の
宿
場
町「
岡
部
宿
」

は
、
古
く
か
ら
難
所
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
宇う

つ

の

や

津
ノ
谷
峠
の
西
麓
に
位
置
し
、

規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
も
、
旅
人
た
ち

の
峠
越
え
を
支
え
る
重
要
な
宿
場
で

あ
っ
た
。
宿
場
の
中
で
も
代
表
的
な

旅は
た
ご籠

で
あ
っ
た「
大
旅
籠
柏か

し
ば
や屋

」が
今
も

残
り
、
当
時
の
旅
の
様
子
や
人
々
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
体
感
で
き
る
歴
史
資
料
館

と
し
て
公
開
し
て
い
る
。

街
道
文
化
を
生
か
し
た 

ま
ち
づ
く
り

　

二
つ
の
宿
場
の
に
ぎ
わ
い
と
人
々
の

交
流
の
歴
史
は
、
発
展
を
続
け
る
本
市

の
礎
で
あ
り
、
貴
重
な
宝
で
あ
る
。
本

市
で
は
、
こ
れ
ら
街
道
の
歴
史
や
文
化

の
磨
き
上
げ
と
活
用
に
よ
る
新
た
な
価

値
と
魅
力
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向

け
、
平
成
21
年
度
に
全
国
唯
一
の
「
街

道
・
文
化
課
」
を
設
置
し
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
平
成
29
年

か
ら
は
、
藤
枝
宿
、
岡
部
宿
を
舞
台
に
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
と
芸
術
な
ど
を
連

携
、
融
合
さ
せ
た
小
規
模
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム「
み
ち
ゆ
か
し
」を
ス
タ
ー
ト
。
ま

た
、
令
和
元
年
に
は
、
東
海
道
周
辺
の

歴
史
や
文
化
、
グ
ル
メ
や
観
光
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
の
情
報
を
一
元
的
に
発
信
す
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ふ
じ
え
だ
東
海
道
ま

ち
あ
る
き
」
を
公
開
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
切
り
口
で
、
東
海
道
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
、「
東

海
道
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

広
域
に
よ
る
東
海
道
の
さ
ら
な
る
ブ

ラ
ン
ド
化
と
街
道
観
光
の
確
立
を
目
指

し
、
令
和
２
年
に
は
、
静
岡
市
と
共
同

で
「
日
本
遺
産
」
へ
の
登
録
申
請
を
行

い
、
同
年
６
月
に
「
日
本
初
『
旅
ブ
ー

ム
』を
起
こ
し
た
弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん
、

駿
州
の
旅
〜
滑
稽
本
と
浮
世
絵
が
描
く

旅
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
道
中
記
）〜
」と

し
て
、　

両
市
に
ま
た
が
る
２
峠
８
宿

の
東
海
道
の
歴
史
や
文
化
が
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
本
遺
産
認
定
は
、
街
道
観

光
の
推
進
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

に
向
け
た
大
き
な
起
爆
剤
で
あ
り
、

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
醸

成
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
も
つ
な

が
る
大
変
栄
誉
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
、
街
道
文
化
を
守
り
、

育
み
な
が
ら
、
日
本
遺
産
を
核
と
し
た

ま
ち
の
魅
力
を
継
続
的
に
発
信
し
、
発

展
的
な
事
業
展
開
を
図
る
こ
と
で
、
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
り
続
け
て
い
く
。

弥次さん喜多さんの様子を再現「岡部宿大旅籠柏屋」（内観）

徳川家康鷹狩りの地「史跡田中城下屋敷」

往時の面影を残す「東海道松並
木（岡部町内谷地区）」

企
画
協
力
：
全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

一
口
メ
モ

東海道

　

東
海
道
は
、
江
戸
か
ら
京
ま
で
の
１
２
６
里
余
（
約

４
９
５
・
５
㎞
）
に
、
京
街
道
の
４
次
（
伏
見
、
淀
、
枚

方
、
守
口
）
を
加
え
、
57
の
宿
で
つ
な
ぐ
日
本
の
大
動

脈
。
古
代
官
道
の
道
筋
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
お
り
、
そ
の

後
、
源
頼
朝
が
本
拠
の
鎌
倉
と
京
を
結
ぶ
要
路
と
し
て

整
備
。
さ
ら
に
、
天
正
18
年
の
小
田
原
攻
め
の
際
に
は
、

豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
。

　

関
ヶ
原
の
戦
い
に
勝
利
し
江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川

家
康
は
、
江
戸
を
中
心
に
五
街
道
を
定
め
、
宿
駅
制
度

の
充
実
を
図
っ
て
近
世
の
東
海
道
を
完
成
さ
せ
た
。

　

古
来
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
藤
枝
市
に
は
、
東
海
道

21
番
目
の
岡
部
宿
と
22
番
目
の
藤
枝
宿
が
あ
り
、
往
時

の
街
道
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
。
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